
テーマ：どうする！？放射性廃棄物第18回 10⽉５⽇（⼟）

未来のみなさんへ
ここは21世紀に処分された放射性廃棄物の埋蔵場所です
決して⼊らないでください

原発が稼働するかぎり増え続ける⾼レベル放射性廃棄
。 （ ） 。物 これが無害になるまでには10万年 ！ かかります

フィンランドに建設中の「オンカロ 」（隠れ家という意味）

は、これを地下500メートルにつくった洞窟に10万年
後まで保管しようという、世界初の⾼レベル放射性廃
棄物の最終処分場。10万年後まで誰も決して近づいた
り掘り出したりしてはならないというその警告を、果
たして未来の⼈類に伝えることができるのか・・・？
監督⾃ら建設中のオンカロに⼊り、専⾨家たちにインタ
ビューしたドキュメンタリー。圧倒的な映像美で未来の
地球の安全を問いかけます。
（監督・脚本：マイケル・マドセン／2009年／デンマーク、フ
ィンランド、スウェーデン、イタリア／79分）

【昼の部】14:30〜16:00（上映のみ）
【夜の部】17:30〜20:30（上映＋交流カフェ）

＊開場は各30分前
参加費：上映のみ＝1000円■

（ワンドリンク＋軽⾷付き）交流カフェ＝500円〜
※カフェ収益は原⼦⼒資料情報室にカンパします。

（予約制）■定員：昼・夜 各30名

■予約⽅法
http://kokucheese.com/event/index/111373/①申込みフォームから ・昼の部
http://kokucheese.com/event/index/111374/・夜の部

tukiichieigasai@jtgt.info②メール
(件名を「⽉１原発映画祭申込み」として、参加内容「昼・夜の別、交流カフェ参加有無」を明記してください）

③電話 090-1265-0097（植松）

＋交流カフェ
つ き い ち

〜映画でみる・知る・感じる原発 〜 （台東区⾕中3-17-11)会場：⾕中の家

交流カフェ・ゲスト＝澤井正⼦さん＠原⼦⼒資料情報室
まさ こ

「 」 。[プロフィール]８６年のチェルノブイリ原発事故を契機に故⾼⽊仁三郎さんが主宰した 反原発出前のお店 の１期⽣
、 。 、 、 、 。９３年から原⼦⼒資料情報室スタッフ 再処理・廃棄物問題を担当 時々主婦 時々⺟ 時々ＮＧＯ活動家 時々研究員

、 、 、 。★当⽇は 放射性廃棄物の基本的な問題 ⽇本の現状と国外の動向 今後の⾒通しについてなど話していただきます



主催 地域から未来をつくる・ひがし広場
http://www.jtgt. info /

⽉１原発映画祭について◆
原発に関連した映画・映像を上映し、ゲストを迎えてお話を聞いた
り、意⾒交換・情報交換をしたり、⽇ごろの思いや疑問を語り合っ
たりする交流の場を提供しています。脱原発を願う⼈も、脱原発に
疑問を持つ⼈も気軽にご参加いただける会をめざしています。

ー＞ ー＞ ー＞ ー＞ ー＞ ー＞ ー＞ー＞ ー＞ ー＞会場は東京・⾕中の家
開催のご案内やこれまでのレポートは、ひがし広場HP
（ からご覧になれます。jtgt@yahoogroups.jp）

*
2012年５⽉から毎⽉１回、第１⼟曜⽇に開催してきましたが、２
年⽬の2013年５⽉からは、偶数⽉（６、８、10、12、２、４⽉）
の第１⼟曜⽇を⽉１原発映画祭「本祭」として、これまでと同様に
［映画上映＋交流カフェ］を開催し、奇数⽉については「陰祭」と
してスタッフ勉強試写会に充てることといたしました 「本祭」の。
企画をより充実させるための時間をしばし持ちたいと思います。
どうぞ偶数⽉の「本祭」には奮ってご参加ください。
（ただし2013年11⽉に限り、下記のとおり特別上映会を開催し
ます）
★★★ ★★★スタッフ募集！！
⽉に１〜２回のミーティングとふだんのメールのやりとりで、企画・運営を進めています。ご都合に応じて可能な範囲

。 、 。 、での参加でOKです 奇数⽉のスタッフ勉強試写会にも もちろんご参加いただけます やってみようかな？と思われたら
tukiichieigasaどうぞお気軽にお問い合わせください。ひがし広場HPの問い合わせフォームから、または、メール（

）にて。i@jtgt.info

第17回＝陰祭 スタッフ勉強試写会９⽉７⽇（⼟）
第19回＝アンコール上映「こんにちは貢 寮」＋交流カフェ11⽉２⽇（⼟）

コンリャオ

★８／３第１６回の昼の部で本作品上映の際に不具合があったため、再上映いたします。前回ゲスト参加ができなかった
陳威志 さんを改めてお招きします （14:00〜17:00、８／３昼の部に参加された⽅は上映参加費無料）（ダン・ウィジ） 。

（監督：チェ・スーシン／台湾／ 年／カラー／89分）映画「こんにちは貢寮（コンリャオ）」 2004

、 、 。 、1991年 ⽇本から輸出される原発に揺れる台湾の貢寮で 原発に反対する⻘年が無実の罪で投獄された それから7年
獄中に向けて⼀⼈の⼥⼦学⽣が⼿紙を書き始めた。進んでいく⼯事のこと、それでも反核を貫く⼈びとのこと、そして
志半ばに亡くなっていく⽼⼈たちのこと。原発をめぐる歴史の中で、政治でもなく、経済でもなく、科学でもない、本
当に信じるべきものがきらめき始める。新鋭ドキュメンタリー作家、チェ・スーシンが６年の歳⽉をかけた珠⽟の作品。
（ ）http://www.selectourfuture.org/gongliao/

（⼀橋⼤学社会学研究科博⼠課程）ゲスト＝陳威志 さん（ダン・ウィジ）

2005〜08年、第四原発反対運動に取り組む台湾緑⾊公⺠⾏動連盟に勤務し、その間、上映会のためにチェ・スーシン監
督とともに祝島、広島、北九州などを訪問。修⼠論⽂に祝島住⺠による原発反対運動を取りあげるなど、原発⽴地地域の
問題に関わってこられました。この映画の背景と共に、台湾の現在の状況、第四原発をめぐる国⺠投票のゆくえなどお

＊詳細は追ってＨＰにてお知らせいたします。話しいただく予定です。

ひがし広場に参加しませんか？（ＭＬ登録受付中！）◆
地域から未来をつくる・ひがし広場（略称・ひがし広場）は、⽂京区、台東区、北区、⾜⽴区などの地域の住⺠有志が集まってつ
くっているネットワークです。原発都⺠投票条例をつくるための署名活動から⽣まれました。署名集めから都議会での可決を⽬指
すプロセスで、私たちは1⼈ひとりが主体的に考え、⾏動して社会に働きかけていくことの⼤切さを知り、同時にそれを地域のつな
がりを⽣かして進めていくことの楽しさを知りました。"社会の現状を知る、学ぶ、そして変えていくために主体的に⾏動する ”
という趣旨のもと、メーリングリスト（ML）で随時情報交換をしながら勉強会などをおこなっています。どなたでも参
加できます。HPのお問い合せフォームからML登録申し込みができます。


